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地 域 と 医 療 で 咲 く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

兵庫県立尼崎総合医療センター だより　

あまが　

情報管理部
「AGMC：
 離陸 ～予定航路～
 その先へ」
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●県立尼崎総合医療センターと一緒に地域医療連携を担う442の登録医療機関
●セミナーのご案内　●スタッフのつぶやき　●ぶらり～っと病院探訪
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◉取り組み、抱負

　幸いにして、今まで通常の外来時間中の大規模システム停止は

起きておりませんが、改善すべき問題点が尚、多々存在していま

す。これらを改善し、安定かつ効率的な稼働が出来るよう各担当

者は日々努力しております。当院の情報システムの特徴として近隣

施設には無い“シンクライアント”という環境と“ネットワークの一

元管理”による個人情報保護に力を入れており、国内の医療施設

から多数見学に来られます。更に、今後は日々蓄積される医療情

報を巨大なデータベースと捉え、業務効率や運用改善に繋がるよ

うな様々な分析ができるような体制を整えているところです。

◉地域へのメッセージ

　これまで地域連携パスの運用

（h-Anshinむこねっと利用）をお願

いしておきながら、当院の新システ

ムの問題で実施できておりません

でした。まだ、問題点が十分解決で

きたわけではありませんが、PCI地

域連携パスから運用開始の準備を

しております。正式運用が可能とな

りましたら改めてお伝え致しますの

で、何卒今暫くお時間を頂けますよ

うお願い致します。
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「AGMC：
離陸 ～予定航路～
 その先へ」

　初就航のジャンボジェットAGMCは、昨年7月1日、何とか滑走路から、

曇り空の中、離陸しました。情報管理部はその操縦桿。当初、受付の長い行

列、ブロック、診察室、会計等で、“電子カルテが遅い”とパイロット（医師）

や乗務員（医療スタッフ）に苦労をかけ、乗客（患者さん）には乗り心地の悪

い飛行機でした。しかし、1年が経ち、やっと厚い雲を抜けて、少し青空が見

えはじめ、予定航路に向かっています。まだ、少し揺れますが…。

医療情報担当 部長
宮本 忠司宮本 忠司
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耳鼻咽喉科
・

頭頸部外科

お困りの際は、病院の窓口として
気軽にご利用下さい

ER
総合診療科

対象とする疾患・症状

●感染症
　海外渡航感染症（マラリア、デング熱など）
　HIV感染
　呼吸器、尿路、消化管、脊椎・関節
皮膚・軟部組織の感染症
●不明熱　　●意識障害　　　●原発不明癌の検査
●体重減少　●リンパ節腫脹　●多発関節痛　など
●その他どこの専門科を受診すれば良いか判断に
迷う場合

1. どのような症状の患者さんでも診ます。
私たちは救急を含めて、どのような患者さんでもご希望ある
限りいったんは自分で診察します。

2. どこの科で入院するのかはっきりしない患者さんは、当科に入院します。
診断がついていない、あるいは複数の疾患を持ち病態によっては入院科がはっ
きりしない場合は、当科に入院していただきます。

3. 検診で異常を指摘された方
成人病検診で複数の異常を指摘された場合、多数の専門科を受診するのも大変
なので、専門科を受診する必要があるかを当科で検査いたします。（婦人科や乳腺
などは、はじめから専門科を受診することになりますので受付でお尋ね下さい）

耳鼻咽喉科・頭頸部外科疾患全般に対応しますが、なかでも高度難聴の診断・人工内耳
を含む治療、頭頸部癌に対する集学的治療、嚥下改善手術、睡眠時無呼吸症候群の治
療に力を入れています。

あらゆる耳鼻咽喉科疾患・頭頸 部腫瘍に対し、
高度な診断・治療を行っています

ER総合診療科は総合診療部門と救命救急センター部門における２つの業務があります。  今回は、総合診療についてお話しします。
体がだるい、〇〇が痛いけどどこの科を受診したら良いのだろう？ と迷われる患者さんは多いと思います。
そのような患者さんは、是非病院の窓口として総合診療科を受診して下さい。
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あらゆる耳鼻咽喉科疾患・頭頸 部腫瘍に対し、
高度な診断・治療を行っています

咽頭、喉頭、甲状腺、唾液腺、鼻・副鼻腔などの悪性腫瘍に対
して、手術・放射線治療・抗癌剤治療を組み合わせた治療。
進行癌では形成外科・消化器外科・脳外科などの協力のも
と、遊離皮弁や遊離空腸を用いた再建術を施行。

○頭頸部癌

在宅での簡易検査と入院でのPSG（ポリソムノグラ
フィー）検査での診断後、CPAP・手術・歯科装具を組み合
わせ治療を実施。

○睡眠時無呼吸症候群

繰り返す誤嚥性肺炎に対する、喉頭気管分離・声門下閉鎖
術などの手術治療の検討。

◯嚥下障害

声帯ポリープ、声帯麻痺などに対する手術治療。
○音声障害

副鼻腔炎、鼻中隔彎曲症、肥厚性鼻炎、アレルギー性鼻炎に対する
後鼻神経切断術などの手術治療に、最新の内視鏡・ナビゲーション
システムを導入。

○鼻疾患

真珠腫性中耳炎、慢性中耳炎、滲出性中耳炎、耳硬化症、外リンパ瘻
に対する手術治療。補聴器の調整・適合検査の実施。

◯耳疾患

ABR（聴性脳幹反応）・ASSR（聴性定常反応）・DPOAE（内耳機能
検査）・行動観察による聴力検査を組み合わせ、画像検査（CT・MRI）
併用し診断。軽中等度難聴の場合は補聴器を、高度難聴の場合は、兵
庫県内に３カ所しかない認定施設として人工内耳手術を行います。

◯小児難聴

後列左から：山内医師、中屋医師、井場医師、生田医師、田中医師、野田医師、矢野医師、中村医師
　　　　　 牛塲医師、麻岡医師、島医師
前列左から：長永医師、豊岡医師、松尾医師、吉永医師、堀谷医師、山本医師

後列左から：若本医師、隈部医師、山田医師、西村医師
前列左から：吉本医師、森田医師、初川医師

対象とする疾患と治療



右のようなステッカーを皆さんのかかりつけ診療所や
病院で見かけたことはありませんか？
　超高齢社会を迎え、お住まい近くの「かかりつけ診療所」や「地元の民間病院」、そし
て、高診療機能を伴った「中核総合病院」などの複数医療機関が、それぞれの診療特徴
を生かしながら、地域住民に適切な医療を提供していこうと言う考え（地域完結型医
療）が、今、推奨されています。当センターは、平成21年より「地域医療支援病院」として
兵庫県から承認され、地域完結型医療の推進のため下記の役目を担っています。

● 地域医療機関からの紹介患者さんに対する高度専門医療（診療・検査）の提供
● ER型救命救急センターによる3次救急を含めた高度救急医療の提供
● 地域のかかりつけ医と当センター医師による共同入院診療の実施
● 行政および多職種との協働による地域包括ケアシステムの推進
● 地域の医療従事者の医療資質向上のための研修・セミナーの提供

2つの当院企画セミナーのご案内 多くの方
の

ご参加を
！

講 師：県立尼崎総合医療センター
　　  ▶整形外科  医 師 和田山 文一郎
　　  ▶リハビリテーション科  理学療法士 高木 道啓

【日　時】 平成28年9月2日（金曜日）
　　　　 午後2時～3時30分
【場　所】 県立尼崎総合医療センター  講堂（1階）
　　　　 参加費：無料（予約不要）

★お問い合わせ ： 地域医療連携センター
　　　　　　　　 ☎ 06-6480-7000（代表）

第59回市民健康公開講座
「市民すこやかセミナー」
第59回市民健康公開講座
「市民すこやかセミナー」

【日　時】 平成28年9月21日（水曜日）
　　　　 午後2時～4時
【場　所】 県立尼崎総合医療センター 講堂（1階）
　　　　 参加費：無料（予約不要）

★お問い合わせ ： 外来Bブロック（糖尿病・内分泌内科）看護師
　　　　　　　　 ☎ 06-6480-7000（代表）

第6回
生活習慣病セミナー
第6回
生活習慣病セミナー

テ
ー
マ

“ロコモティブシンドローム”って、
 なぁに？
－自分の足で歩き続けるために－

講 師：県立尼崎総合医療センター
　　  ▶腎臓内科  医 師 田中 麻理
　　  ▶栄養管理課  栄養士 柳田 理恵

テ
ー
マ

『知って得する高血圧
  ～基本のき！～』

地 域 医 療 支 援 病 院

　地域医療支援病院としての我々の主旨に賛同し地域医療連携にご協力をいた
だいている442医療施設を、『登録医療機関』として、当センター玄関ホールの掲
示ボードおよび当センターホームページ（ホーム▶ 医療関係の方へ▶ 地域医療
支援病院について▶ 登録医療機関）にて公開しています。
　皆さんの診療にてお困りのことがあれば、一度、かかりつけ医とご相談の上、
ご紹介いただければ幸いです。

県立尼崎総合医療センターと一緒に
地域医療連携を担う442の登録医療機関
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　朝の出勤時にクマゼミの「シャンシャン…」と鳴く声を聞く季節になりま
した。もう、夏本番ですね。今年もぐんぐん気温が上がってきています。外出

時は、熱中症の危険からしっかりと身を守るアクションをとることが必要です。適度な水分と塩分の補給を
おこない、こまめに休憩をとるようにしましょう。また、日々の疲れを溜め込まない様に十分な栄養と睡眠を
心がけて、蝉の声にも負けないよう元気に暑夏を乗り切って行きたいですね！　　　　　　　　     （T.H.）

編 集 後 記

Hyogo Prefectural Amagasaki General Medical Center （Hyogo AGMC）

回は医師や看護師、薬剤師などが、勉強会や実習をするスキル･ラボ室と教育研修室を訪ねました。病院の4階北側の棟に二つの部
屋が並んでいます。奥まったところにあるので職員以外は立ち入ることができません。ちょっと覗いてみましょう。

　スキル･ラボ室は学校の実習室に似ています。壁面に並べられた大きな棚には心臓マッサージの練習に使う人形や、点滴を採る練習のた
めの腕だけの模型などがダンボールにいれて積み上げられています。毎年春には新人看護師がこれらの人形達にずいぶんお世話になって
います。先日は、1年目の初期研修医が豚皮を使って縫合実習をしていました。ときどきダンボールから人形の足だけが飛び出したりしてい
ますので、夜中に独りで入るのは避けたい場所でもあります…。
　教育研修室は、授業を受ける教室と同じです。スクール形式で20名程度を収容できます。大きなホワイトボードが備えられていて、プロ
ジェクターを使っての講義や症例検討会などの勉強会によく使用されています。

　医学や薬学・看護学はどんどん新しい知見や技
術がでてきます。学校で学んだ知識は年月ととも
に古くなっていきますので、医療従事者は若手だけ
でなく、ベテランも日々の勉強が欠かせません。こ
れらの二つの部屋は、病院の医療レベルを押し上
げるための大事な施設なのです。

ぶらり～っと 病 院 探 訪

医局：330名の医師の集団

今

病院の

医療レベ
ルを

押し上げる
ために

大事な部
屋！

　ベッド数730床、医師数330名。
　当院は、兵庫県下では、2つの大学病院に次いで3番目の
ベッド数と医師数を誇っています。医局には、全医師がフロア
全体に机を並べており、医師同士が直接に顔を合わせること
ができるため、各診療科の交流に役立っています。
　医局秘書2名は、医師全員の事務処理や医局内の物品管理など、医師が働きやすい
ような環境を整えるサポート役として活躍しています。
　医局行事としては、毎年12月に行われる病院全体（医師、看護師、薬剤師を含めた全
職員）の親睦会（忘年会）での研修医（1年目19名）のパフォーマンス芸（？）が好評です。

スキル･ラボ室と教育研修室スキル･ラボ室と教育研修室
新しい知見と医療技術の習得

2016年度医局長　米田行宏（神経内科）
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